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※後日参加票をお送りします。お申込後、５日以上経過しても返信が届かない場合は、お手数ですがご連絡ください。

フリガナ

●NDYSフォーラム2009　3月14日（土）

申し込み用紙   FAX  078-262-5055FAX または、お電話でお申し込みください。
先着順。空きがあれば当日参加もできます。

〒651-0073　神戸市中央区脇浜海岸通1-5-2　　　　
TEL 078-262-5050　FAX 078-262-5055
お申し込み・お問い合わせ：観覧案内

http://www.dri.ne.jp

参加費
無料

防災未来館 1F　
ガイダンスルーム 1
（入館料のかからない
　無料ゾーンです）

14:00～16:30
13:40 より受付

対　象：中学生以上～一般
定　員：80名
要予約

（土）

14
3 月

●主催：防災世界子ども会議実行委員会
●共催：財団法人 ひょうご震災記念 21 世紀研究機構、国連教育科学文化機関（ユネスコ）、神戸大学 海事科学部附属国際海事教育研究センター、神戸大学 都市安全研究センター、
　　　　京都大学 大学院地球環境学堂 国際環境防災マネジ メント論分野、関西学院大学 総合政策学部中條研究室、iEARN（International Education and Resource Network）
●特別協力：NICT( 独立行政法人 情報通信研究機構 ) 言語グリッド プロジェクト
●後援：内閣府、外務省、文部科学省、国土交通省国土地理院、国土交通省近畿地方整備局、兵庫県教育委員会、ひょうご e- スクールコンソーシアム、兵庫県、神戸市、神戸市教育委員会、国際防災復興協力機構 (IRP)、
　　　　アジア防災センター（ADRC）、国際防災・人道支援協議会（DRA）、国際連合地域開発センター（UNCRD兵庫事務所、国連人道問題調整事務所（OCHA）神戸、国連大学高等研究所、( 財 ) 兵庫県国際交流協会、
　　　　独立行政法人 国際協力機構兵庫国際センター、兵庫ニューメディア推進協議会、（社）日本教育工学振興会（JAPET）、NPO法人はりまスマートスクールプロジェクト、遠隔教育研究会MINE、兵庫 NIE ネット、博報堂
●協賛：( 独）防災科学技術研究所地震防災フロンティア研 究センター（EDM）

インターネットによる防災教育の活動成果を披露します。
また、兵庫県下の参加高校代表者が集い、「防災と気候変動」をテーマ
とした１年間の活動を振り返り、これからの行動を語り合います。

川口　直紀　（兵庫県立川西高等学校宝塚良元校 2年）
松尾　美佳　（兵庫県立舞子高等学校 3年）
中野　裕香　（神戸市立葺合高等学校 2年）
岡村　翔　　（神戸市立神戸工科高等学校 1年）

中野　元太　（NDYS 実行委員）
プログラム（概要）

●特別メッセージ：バダウイ・ルーバン（ユネスコ防災部長）

●世界の子どもたちの取り組み成果発表（インターネット・テレビ会議） 
　台湾（同時開催の「防災世界子ども会議」会場から）／日本 (名古屋市立柳小 ) ／
　トリニダード・トバゴ（El Dorado Comprehensive Secondary）／イラン（Kherad high school）／アルゼンチン／他（予定）

●特別発表：「四川大地震へのボランティア活動報告」兵庫県立舞子高校

●パネルディスカッション：　「防災と気候変動」アクションプラン

●総評　ラジブ・ショー（NDYS 顧問 ・京都大学大学院 地球環境学堂 准教授）

防災世界子ども会議
＊

フォーラム2009　　　

『防災と気候変動』

※ この事業は、「（財）ひょうご
震災記念 21 世紀研究機構」と
「ひょうご安全の日推進県民会議」
の助成を受けて実施しています。

◎ 終了後、ひと未来館の１F「カフェ・メモーリア」にて「交流会」を
行います。参加ご希望の方は、E- メールにてお申し込みください。
（参加費＝1,000 円、申し込み先＝ndys@jearn.jp）

Program

＊「防災世界子ども会議」（NDYS）は、阪神・淡路大震災から10年を機に、インターネットをはじめとするICT（情報コ
ミュニケーション技術）を活用して、世界の教室をつなぎ、地球規模の防災協働学習を推進するプロジェクトです。

Panel
●パネリスト：

●コーディネーター：  

Naoki Kawaguchi

高校生が語り合う
アクション・プラン

アクセスマップは、ウェブサイトをご覧ください！


